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会長講演

会長講演 12月12日（土）　10:10～ 11:10 A会場 （橘）
座長：水野 雅文 （東邦大学医学部　精神神経医学講座）

PL 予防精神医学の発展に向けて：精神疾患の早期介入は＜正常＞への侵食なのか？   P31
○松本 和紀
東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野　准教授

特別講演

特別講演1 12月12日（土）　11:20～ 12:20 A会場 （橘）
座長：桂 雅宏 （東北大学病院精神科）

SL1 Early intervention and CBT for people at risk of 
bipolar disorder   P32
○Sophie Parker1,2

1Clinical Psychologist Principal & Honorary Research Fellow, Greater Manchester West Mental Health 
NHS Foundation Trust, 2 The University of Manchester

特別講演2 12月12日（土）　13:40～ 15:20 A会場 （橘）
座長：松本 和紀 （東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野　准教授）

SL2 Psychological Interventions in Early Psychosis   P33
○Anthony P. Morrison

Professor of Clinical Psychology University of Manchester

※特別講演2には、逐語による通訳がつきます。
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教育講演

教育講演1 12月13日（日）　8:20～ 9:20 A会場 （橘）
座長：針間 博彦 （都立松沢病院）

EL1 発達障害の早期発見と早期介入－到達点と今後の展望－   P34
○本田 秀夫
信州大学医学部附属病院子どものこころ診療部　部長

教育講演2 12月13日（日）　13:40～ 14:40 A会場 （橘）
座長：小高 晃 （宮城県立精神医療センター　院長）

EL2 DSM-5の減弱精神病症候群をめぐって：新たな早期介入の視点   P35
○松岡 洋夫
東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野　教授

モーニングセミナー

モーニングセミナー 1 12月13日（日）　9:30～ 10:20 A会場 （橘）
座長：久住 一郎 （北海道大学大学院医学研究科　神経病態学講座精神医学分野　教授）

MS1 新しい当事者との治療方針決定法Shared Decision Making（SDM）の
精神科領域における実現可能性   P36
○渡邊 衡一郎
杏林大学医学部精神神経科学教室　教授

共催：日本イーライリリー株式会社

モーニングセミナー 2 12月13日（日）　9:30～ 10:20 B会場 （萩）
座長：小高 晃 （宮城県立精神医療センター　院長）

MS2 うつ病における不眠の治療   P37
○小曽根 基裕
東京慈恵会医科大学　精神医学講座　准教授

共催：Meiji Seika ファルマ株式会社
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ランチョンセミナー

ランチョンセミナー 1 12月12日（土）　12:30～ 13:30 A会場 （橘）
座長：樋口 輝彦 （国立精神･神経医療研究センター　理事長）

LS1 うつ病の機能的回復を目指して
～うつ病患者の社会復帰を目指した現代的な治療の重要性～   P38
○川嵜 弘詔
福岡大学医学部　精神医学教室　教授

共催：持田製薬株式会社 / 吉富薬品株式会社

ランチョンセミナー 2 12月12日（土）　12:30～ 13:30 B会場 （萩）
座長：藤本 英生 （一般財団法人東北精神保健会青葉病院　副院長）

LS2 統合失調症の身体合併症予防；患者さんのいのちと健康を守る   P39
○古郡 規雄
弘前大学大学院医学研究科　神経精神医学講座　准教授

共催：大日本住友製薬株式会社

ランチョンセミナー 3 12月13日（日）　12:30～ 13:30 A会場 （橘）
座長：西尾 雅明 （東北福祉大学　総合福祉学部　社会福祉学科　教授）

LS3 統合失調症の再発予防
～ドパミン過感受性と早期再発徴候の検出～   P40
○伊豫 雅臣
千葉大学大学院医学研究院精神医学　教授

共催：ヤンセンファーマ株式会社

ランチョンセミナー 4 12月13日（日）　12:30～ 13:30 B会場 （萩）
座長：水野 雅文 （東邦大学医学部　精神神経医学講座　教授）

LS4 統合失調症再発予防に向けた包括的治療
～リカバリーと心理社会的治療～   P41
○後藤 雅博
医療法人恵生会　南浜病院　病院長

共催：大塚製薬株式会社
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シンポジウム

シンポジウム1 12月12日（土）　9:10～ 11:00 B会場 （萩）

早期精神病の画像研究Update   P43
座長：片桐 直之 （東邦大学医学部精神神経医学講座）

鈴木 道雄 （富山大学大学院医学薬学研究部　神経精神医学講座）

S1-1 ARMSにおける閾値下の精神症状の改善と関連する脳内の変化   P45
○片桐 直之
東邦大学医学部精神神経医学講座

S1-2 アットリスク精神状態（ARMS）：予後指標の多様性と神経画像   P46
○小原 千佳
東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野

S1-3 精神病発症リスク状態の脳形態画像：発症予測の可能性について   P47
○高柳 陽一郎
富山大学　神経精神医学講座

S1-4 早期精神病のマルチモダリティ画像研究：
東大こころのリスク外来における臨床研究   P48
○多田 真理子
東京大学医学部附属病院　精神神経科

シンポジウム2 12月12日（土）　10:50～ 12:20 C会場 （白橿1）

学校と医療の連携　～宮城県仙南地区における取り組み～   P49
座長：大塚 達以 （宮城県立精神医療センター）

齋藤 和子 （宮城県立精神医療センター）

S2-1 名取EI事業より－医療機関との連携から見えてきたもの－   P51
○鈴木 春香
宮城県名取北高等学校　養護教諭

S2-2 質を高めるための連携から豊かな指導への実践事例   P52
○佐藤 純子
宮城県角田市立角田中学　校長

S2-3 学校との連携を考える－精神科PSWの立場から－   P53
○木戸口 千尋
独立行政法人宮城県立病院機構　宮城県立精神医療センター
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シンポジウム3 12月12日（土）　13:40～ 15:10 B会場 （萩）

地域で支える母子と家族のメンタルヘルス   P55
座長：菊地 紗耶 （東北大学病院　精神科）

小林 奈津子 （東北大学大学院医学系研究科　精神神経学分野）

S3-1 地域母子保健における周産期メンタルヘルス支援   P57
○佐野 ゆり
仙台市太白区保健福祉センター

S3-2 助産師外来における周産期メンタルヘルス支援   P58
○小澤 千恵
埼玉医科大学総合医療センター総合周産期母子医療センター母体胎児部門

S3-3 秋田県における妊娠中からの子育て支援事業－現況と課題   P59
○平野 秀人
秋田赤十字病院

S3-4 精神科周産期専門外来における地域母子保健との連携   P60
○小林 奈津子
東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野

シンポジウム4 12月12日（土）　13:40～ 15:20 C会場 （白橿1）

若者への就学・就労支援　～NPOが考える学校・地域との協同～   P61
座長：高橋 由佳 （特定非営利活動法人　Switch）

本庄谷 奈央 （東北大学病院精神科）

S4-1 高校図書館における実践的中退・進路未決定の予防的支援
「ぴっかりカフェ」について   P63
○石井 正宏

NPO法人パノラマ　代表理事

S4-2 外部資源・外部人材を活用した新たなキャリア支援の試み
－教育・労働・福祉の連携－   P64
○金澤 信之1,2

1神奈川県立田奈高等学校、2（一財）神奈川県高等学校教育会館教育研究所

S4-3 学習サポートとメンタルサポート
○安田 祐輔
特定非営利活動法人キズキ

S4-4 NPOによる困難を抱えた若者への就労支援   P65
○小野 彩香
特定非営利活動法人Switch
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シンポジウム5 12月12日（土）　15:30～ 17:20 A会場 （橘）

“不安”とかかわる病態への早期介入   P67
座長：水野 雅文 （東邦大学医学部精神神経医学講座）

篠崎 和弘 （和歌山県立医科大学神経精神医学教室）

S5-1 社交不安症（social anxiety disorder : SAD）に対する早期介入   P69
○朝倉 聡
北海道大学保健センター・大学院医学研究科精神医学分野

S5-2 不安の認知行動療法を用いた早期介入   P70
○清水 栄司1,2

1千葉大学　子どものこころの発達教育研究センター、2千葉大学　大学院医学研究院　認知行動生理学

S5-3 災害のトラウマと予防精神医療   P71
○金 吉晴
国立精神神経医療研究センター

シンポジウム6 12月12日（土）　15:30～ 17:20 B会場 （萩）

学校での予防的支援・心理教育プログラム
～認知行動療法の視点を活かした実践～   P73
座長：下寺 信次 （高知大学医学部神経精神科学教室）

金井 嘉宏 （東北学院大学　教養学部人間科学科）

S6-1 学校におけるメンタルヘルス予防を目指した認知行動療法   P75
○石川 信一
同志社大学心理学部

S6-2 こころのスキルアップ教育　～認知行動療法を用いた予防的支援～   P76
○中野 有美
椙山女学園大学　人間関係学部　心理学科

S6-3 学校での不良行為、暴力行為への介入   P77
○杉山 雅彦
福島学院大学　福祉学部

S6-4 「不登校リスク」のマネジメントによる不登校の予防と介入   P78
○神村 栄一
新潟大学人文社会・教育科学系
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シンポジウム7 12月12日（土）　15:30～ 17:20 C会場 （白橿1）

脳の可塑性への働きかけ ～認知機能トレーニングの可能性～   P79
座長：根本 隆洋 （東邦大学医学部精神神経医学講座）

兼子 幸一 （鳥取大学医学部脳神経医科学講座精神行動医学分野）

S7-1 統合失調症の早期段階における認知リハビリテーション   P81
○根本 隆洋
東邦大学医学部精神神経医学講座

S7-2 統合失調症に対する認知リハビリテーションの効果、
およびその神経基盤に関する研究   P82
○飯塚 邦夫
東北大学病院

S7-3 統合失調症の認知機能障害とその治療
－認知矯正療法NEARの実践と治療効果を中心に－   P83
○兼子 幸一1、朴 盛弘1、中込 和幸2、長田 泉美1、板倉 征史1、最上 多美子3

1鳥取大学医学部脳神経医科学講座精神行動医学分野、2国立精神・神経医療研究センター病院、
3鳥取大学大学院医学系研究科臨床心理学専攻

S7-4 入院患者を対象とした認知機能リハビリテーションの実践   P84
○山澤 涼子
医療法人財団厚生協会大泉病院

シンポジウム8 12月13日（日）　10:30～ 12:20 A会場 （橘）

ARMS：日常臨床適用への課題   P85
座長：辻野 尚久 （東邦大学医学部精神神経医学講座）

川﨑 康弘 （金沢医科大学精神神経科学教室）

S8-1 ARMS診療の一例／精神科診療所より   P87
○茅野 分
銀座泰明クリニック（精神科）

S8-2 教育現場から見たARMSへの介入とその課題   P88
○関崎 亮1,2

1学校法人　桐丘学園　理事、2東邦大学医学部精神神経医学講座

S8-3 新規に診療開始した大学病院の立場から   P89
○大久保 亮
北海道大学大学院医学研究科神経病態学講座　精神医学分野

S8-4 ARMS：日常臨床適用への課題
専門外来の立場から   P90
○桂 雅宏
東北大学病院精神科
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シンポジウム9 12月13日（日）　10:30～ 12:20 B会場 （萩）

アンチスティグマ活動　－当事者の声を発信する意義－   P91
座長：森本 幸子 （仙台白百合女子大学）

菅原 里江 （東北福祉大学総合福祉学部 / 東北福祉大学メンタルヘルスプロモーションセンター）

S9-1 当事者研究を「発表する」という事   P93
○伊藤 知之
浦河べてるの家

S9-2 偏見に関する心理学的研究について   P94
○坂本 真士
日本大学文理学部

S9-3 「語ること」が私にもたらしたもの
～“人生”にいつくしみのまなざしをむけてみる～   P95
○川村 有紀
仙台スピーカーズビューロー

S9-4 当事者の語りが人々にもたらしたもの
～仙台スピーカーズビューローの取り組みから～   P96
○菅原 里江1,2

1東北福祉大学メンタルヘルスプロモーションセンター、2東北福祉大学総合福祉学部

シンポジウム10 12月13日（日）　13:40～ 15:40 B会場 （萩）

胎生期～乳児期での介入と栄養精神医学の可能性
～新たな早期発見・早期介入方法の確立へ向けて～   P97
座長：土屋 賢治 （浜松医科大学子どものこころの発達研究センター）

松岡 豊 （国立精神・神経医療研究センター　トランスレーショナル・メディカルセンター　臨床研究支援部）

S10-1 乳幼児の神経発達パターンとその決定因   P99
○土屋 賢治、高貝 就
浜松医科大学子どものこころの発達研究センター

S10-2 神経発達障害仮説に基づく統合失調症動物モデルからみた予防   P100
○和久田 智靖
浜松医科大学精神医学講座

S10-3 栄養学からみた精神疾患予防の可能性について   P101
○須田 史朗
自治医科大学　精神医学教室

S10-4 精神疾患予防における栄養の驚くべき役割と魅力   P102
○松岡 豊
国立精神・神経医療研究センター　トランスレーショナル・メディカルセンター　臨床研究支援部
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シンポジウム11 12月13日（日）　14:40～ 16:40 A会場 （橘）

統合失調症の早期介入とアウトリーチ   P103
座長：大野 高志 （宮城県立精神医療センター）

中根 秀之 （長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

S11-1 仙南保健所における措置入院患者等への支援について   P105
○大宮 美希子
宮城県仙南保健福祉事務所（宮城県仙南保健所）

S11-2 当院における早期介入プログラムとアウトリーチの実践   P106
○酒井 道代
宮城県立精神医療センター

S11-3 岡山県精神科医療センターにおける初回エピソード統合失調症患者への包括的支援
－病棟から地域まで－   P107
○佐藤 康治郎
岡山県精神科医療センター

S11-4 アウトリーチ活動から見えてきた早期介入の可能性と課題   P108
○伊藤 順一郎
メンタルヘルス診療所　しっぽふぁーれ

S11-5 初回エピソード統合失調症の心理社会的予後因子の検討：
多施設共同研究に向けて   P109
○小池 進介
東京大学　学生相談ネットワーク本部　精神保健支援室

シンポジウム12 12月13日（日）　14:40～ 16:40 C会場 （白橿1）

震災後の地域における予防・早期介入モデル
～災害直後期の介入から中長期的な実践に学ぶ～   P111
座長：福地 成 （みやぎ心のケアセンタ―）

渡部 裕一 （みやぎ心のケアセンタ―）

S12-1 多職種遠隔支援チームによる予防的メンタルヘルス啓発活動の実践と課題   P113
○鈴木 満
認定NPO法人心の架け橋いわて

S12-2 アウトリーチを軸にした石巻圏での精神保健活動の課題   P114
○原 敬造
一般社団法人　震災こころのケア・ネットワークみやぎ

S12-3 長期化する原発事故後の影響に対して、ケアセンターに求められる活動とは
～南相馬市での実践から～   P115
○伏見 香代1,2

1特定非営利活動法人　相双に新しい精神科保健福祉システムをつくる会、2相馬広域こころのケアセンターなごみ
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一般演題

一般演題1 12月12日（土）　9:10～ 10:10 C会場 （白橿1）
座長：上埜 高志 （東北大学大学院教育学研究科　人間発達臨床科学講座　臨床心理学分野）

O-1 訪問看護において在宅統合失調症患者に継続的な認知行動療法を
実施した一例   P119
○勝嶋 雅之1,2,3

1NPO法人多摩在宅支援センター円、2帝京平成大学地域医療学部作業療法学科、3千葉大学大学院医学薬学府

O-2 就労支援の一事例～ IPSの視点での取り組み～   P120
○橋本 玲子1、寺井 利夫2、北本 福美1、新田 佑輔1、川﨑 康弘1

1金沢医科大学精神神経科学、2金沢医科大学病院医療技術部心身機能回復技術部門

O-3 児童青年精神医療における保護者のスティグマと未治療期間や
初診時重症度の関連   P121
○守澤 絵里香1、稲垣 貴彦2、田中 恒彦2、丸川 里美3、田中 千賀1、松木 葵1、中林 孝夫3、栗山 健一3、
山田 尚登2,3

1滋賀医科大学医学部医学科、2滋賀医科大学地域精神医療学講座、3滋賀医科大学精神医学講座

O-4 市民のスティグマの低減のためには精神医療の質の向上が必要である   P122
○長尾 賢太朗1、稲垣 貴彦2、中林 孝夫3、田中 恒彦2、丸川 里美3、栗山 健一3、山田 尚登3

1滋賀医科大学医師臨床教育センター、2滋賀医科大学地域精神医療学講座、3滋賀医科大学精神医学講座

O-5 アンチスティグマと地域移行；旭中央病院神経精神科・児童精神科での
取り組みを通して   P123
○青木 勉、上木 康衣、木村 允、井手本 啓太、高津 圭介、細田 豊、磯野 友厚、大塚 祐司、矢野 望
総合病院国保旭中央病院神経精神科・児童精神科

一般演題2 12月12日（土）　11:20～ 12:20 B会場 （萩）
座長：高橋 努 （富山大学大学院医学薬学研究部神経精神医学講座）

O-6 精神病前駆症状としての思春期身体愁訴―心理社会的機能との関連   P124
○蓮舎 寛子、根本 隆洋、舩渡川 智之、山口 大樹、片桐 直之、辻野 尚久、水野 雅文
東邦大学医学部精神神経医学講座

O-7 Ultra-High Clinical Risk of Psychosisにおける萌芽的自我障害の
縦断比較   P125
○西山 志満子、高橋 努、樋口 悠子、水上 祐子、鈴木 道雄
富山大学大学院医学薬学研究部神経精神医学講座

O-8 精神病発症危険状態（ARMS）における探索眼球運動の検討とその特徴   P126
○紫藤 佑介1、根本 隆洋1、齋藤 淳一1、山口 大樹1、片桐 直之1、辻野 尚久1、松島 英介2、小島 卓也3、
水野 雅文1

1東邦大学医学部精神神経医学講座、2東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科心療・緩和医療学分野、
3医療法人社団輔仁会大宮厚生病院
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O-9 At-risk mental stateにおける眼窩前頭皮質の脳溝脳回パターンと脳溝数   P127
○中村 美保子1、高橋 努1、片桐 直之2、佐久間 篤3、笹林 大樹1、高柳 陽一郎1、古市 厚志1、木戸 幹雄1、
西川 祐美子1、松本 和紀3、水野 雅文2、鈴木 道雄1

1富山大学大学院医学薬学研究部神経精神医学講座、2東邦大学医学部精神神経医学講座、
3東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野

O-10 統合失調症および精神病発症リスク状態に対するω-3不飽和脂肪酸
（EPAおよびDHA）の効果研究   P128
○樋口 悠子1、住吉 太幹２、瀬尾 友徳1、西川 祐美子1、中村 美保子1、伊藤 博子1、西山 志満子1、
水上 祐子1、鈴木 道雄1

1富山大学大学院医学系研究部　神経精神医学講座、
2国立精神・神経医療研究センター　トランスレーショナル・メディカルセンター　情報管理・解析部

一般演題3 12月13日（日）　11:20～ 12:20 C会場 （白橿1）
座長：伊藤 文晃 （東北大学病院精神科）

O-11 あさかホスピタル 精神科スーパー救急病棟における短期間での
再入院の傾向   P129
○喜田 恒1,2、新村 秀人1、根本 隆洋3、三村 將1、佐久間 啓2、水野 雅文3

1慶應義塾大学医学部　精神神経科学教室、2医療法人安積保養園　あさかホスピタル、
3東邦大学医学部　精神神経医学講座

O-12 松沢病院を受診する強迫性障害患者の実態および同障害に対する
早期介入について   P130
○岡村 泰1,2、杉本 達哉1、針間 博彦1、新谷 昌宏1、齋藤 正彦1、平安 良雄2

1東京都立松沢病院、2横浜市立大学医学部精神医学教室

O-13 東北大学病院における周産期うつ病の精神科受診における現状   P131
○菊地 紗耶1、小林 奈津子2、北川 佳奈1、本多 奈美2、松岡 洋夫2

1東北大学病院　精神科、2東北大学大学院医学系研究科　精神神経学分野

O-14 滋賀県の児童思春期精神保健における医療と福祉の連携の実情報告   P132
○稲垣 貴彦1、伊藤 祐康2、田中 恒彦1、辻本 哲士3、小西 文子3、門田 雅宏4、栗山 健一2、山田 尚登1,2

1滋賀医科大学地域精神医療学講座、2滋賀医科大学精神医学講座、3滋賀県立精神保健福祉センター、
4滋賀県健康医療福祉部障害福祉課

O-15 治療抵抗性統合失調症におけるクロザピン治療臨界期：探索的研究   P133
○吉村 文太、矢田 勇慈、小西 晶子、佐藤 康治郎、来住 由樹
岡山県精神科医療センター　精神科
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ポスター

ポスター 1 12月12日（土）　18:00～ 18:50 ポスター展示会場 （白橿2）
座長：山澤 涼子 （医療法人財団厚生協会　大泉病院）

P-1 精神病発症危機状態（at risk mental state：ARMS）における
近赤外線スペクトロスコピィ（NIRS）   P137
○盛本 翼1、太田 豊作1、飯田 順三2、岡崎 康輔3、山室 和彦1、中西 葉子1、岸本 直子1、岸本 年史1

1奈良県立医科大学精神医学講座、2奈良県立医科大学看護学科人間発達学、3公益財団法人復光会垂水病院

P-2 At-risk mental stateにおける嗅覚機能の障害   P138
○高橋 努、西川 祐美子、中村 美保子、笹林 大樹、樋口 悠子、水上 祐子、西山 志満子、伊藤 博子、
鈴木 道雄
富山大学大学院医学薬学研究部神経精神医学講座

P-3 アットリスク精神状態非移行例における機能とベースラインでの灰白質体積   P139
○小原 千佳1、佐久間 篤2、桂 雅宏2、大室 則幸2、飯塚 邦夫2、菊池 達郎1、阿部 光一1、國分 恭子1、
松岡 洋夫1,2,3、松本 和紀1,2,3

1東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野、2東北大学病院精神科、3東北大学大学院予防精神医学寄附講座

P-4 精神疾患の最初期における家族の批判的態度の経時的変化
－ARMSに関する検討－   P140
○濱家 由美子1,2、桂 雅宏1、小原 千佳2、國分 恭子2、阿部 光一2、砂川 恵美1、佐藤 しおり1、大室 則幸1、
松岡 洋夫1,2、松本 和紀2,3

1東北大学病院精神科、2東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野、
3東北大学大学院医学系研究科予防精神医学寄附講座

P-5 未治療期間（Duration of Untreated Psychosis; DUP）の要因となる
自我親和型の障害についての検討
－精神科治療経験者と未治療者の自我親和型症状の比較検討   P141
○松田 真理子1、山路 有紀2、高嶋 朋子4、周 直民5、小西 美咲1、高井 大祐1、高見 和樹1、林 みなみ1、
生田 孝3

1京都文教大学大学院、2京都文教大学学生相談室、3聖隷浜松病院、4株式会社ヘルスウエイブ、
5追手門学院大学学生相談室

ポスター 2 12月12日（土）　18:00～ 18:50 ポスター展示会場 （白橿2）
座長：藤井 千代 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　社会復帰研究部）

P-6 精神科外来治療の自己中断の指標に関する調査研究   P142
○横田 悠季、君塚 千恵
国立精神・神経医療研究センター　メディカルゲノム・センター

P-7 被害妄想的観念と社交不安の弁別要因の検討   P143
○森本 幸子
仙台白百合女子大学心理福祉学科
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P-8 健康診断結果に基づく大学における自閉症傾向を有する学生支援のあり方の
検討   P144
○大島 紀人1、高野 明1、佐々木 司1,2、渡辺 慶一郎1

1東京大学学生相談ネットワーク本部、2東京大学教育学研究科

P-9 大規模自然災害後の職場におけるうつ病とPTSDのスクリーニングと面接希望
～職場における効果的なメンタルヘルス対策に向けて～   P145
○長尾 愛美1,2、阿部 幹佳1,2、高橋 葉子1,2、佐久間 篤2,3、上田 一気2,4、松岡 洋夫3、松本 和紀1,2,3

1東北大学大学院医学系研究科予防精神医学寄附講座、2みやぎ心のケアセンター、3東北大学病院精神科、
4東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野

P-10 高校教員を対象とした精神保健に関する知識と支援のための
コミュニケーション・スキルの研修会の実施   P146
○東海林 渉1、本庄谷 奈央2、松本 和紀1,2,3

1東北大学大学院医学系研究科　予防精神医学寄附講座、2東北大学病院　精神科、
3東北大学大学院医学系研究科　精神神経学分野

ポスター 3 12月12日（土）　18:00～ 18:50 ポスター展示会場 （白橿2）
座長：斉藤 まなぶ （弘前大学医学部附属病院　神経科精神科）

P-11 和歌山県立医科大学附属病院におけるリワークプログラムの効果と
再発予防性の検討   P147
○坂本 友香1、高橋 隼1、山本 眞弘1、南村 涼子2、有田 奈佑香1、山田 信一1、鵜飼 聡1、篠崎 和弘1

1和歌山県立医科大学医学部神経精神医学教室、2和歌山県立医科大学附属病院看護部

P-12 集団認知行動療法的アプローチを用いた新卒看護師の抑うつ予防のための
研修プログラムの中間評価   P148
○笹本 美佐1、三浦 真衣2

1日本赤十字広島看護大学、2日本赤十字社　広島赤十字・原爆病院

P-13 ユース・デイケア「イルボスコ」におけるSCITの実践とその効果   P149
○田中 友紀、石田 明菜、根本 隆洋、舩渡川 智之、和田 葉、山口 大樹、片桐 直之、水野 雅文
東邦大学医学部精神神経医学講座

P-14 宮城県立精神医療センターにおけるFEPへの早期介入プログラムの概況   P150
○佐藤 祐太朗1、大野 高志1、舩越 俊一1、齋藤 和子1、香山 明美1、酒井 道代1、松本 和紀2、
小高 晃1、松岡 洋夫2

1宮城県立精神医療センター、2東北大学大学院　医学系研究科　精神神経学分野

P-15 カルボニルストレスを含む代謝異常と統合失調症に対する
ヨーガ療法の探索的研究   P151
○井上 智子1,2,3、内田 美樹1,2,3、小堀 晶子1,2、畠山 幸子1,2、堀内 泰江1、糸川 昌成1,2、木村 慧心3、
新井 誠1

1東京都医学総合研究所　精神行動医学研究分野　統合失調症プロジェクト、2東京都立松沢病院、
3一般社団法人　日本ヨーガ療法学会
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仙台国際センター 会議棟 27

ポスター 4 12月12日（土）　18:00～ 18:50 ポスター展示会場 （白橿2）
座長：稲垣 貴彦 （滋賀医科大学地域精神医療学講座）

P-16 解決志向による家族のストレングスを引き出す早期支援のあり方について
～家族と子ども（若者）がともに課題を抱えた事例において～   P152
○藤島 薫
東京福祉大学

P-17 発達障がいに関するカウンセリングを受けた保護者が希望する支援   P153
○八谷 美絵、安藤 満代、谷 多江子
聖マリア学院大学看護学部

P-18 スモンにおけるうつ症状の評価と啓発活動の試み   P154
○古村 健、古川 優樹、舟橋 龍秀
国立病院機構　東尾張病院

P-19 双極性障害のリスク状態についての文献的検討   P155
○阿部 光一1、桂 雅宏2、國分 恭子1、小原 千佳1、松岡 洋夫1,2、松本 和紀2,3

1東北大学大学院精神神経学分野、2東北大学病院精神科、3東北大学大学院予防精神医学寄附講座




